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はじめに
皆さんの事を教えてください。

次のQRコードを読み取って、
アンケートにご回答をお願いします。
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チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

① 人はできるだけ公平に扱いたいと思っており、見えないところでも一生懸命働く。

② 困っている人を見ると助けたくなるし、助けることに満足感を感じる。

③ 仕事は効率的に進めて、できるだけ早く結果を出したい。

④ 仕事を進める中では「自分らしさ」を意識している。人の感情に敏感。

⑤ 行動する前には十分に情報を収集する。興味を持ったことには長時間集中できる。

⑥ 周りとの協調性を大事にして、任されたことは最後まで責任を持つ。

⑦ 新しいモノが大好きで、最先端の技術や様々な企業が関わる

プロジェクトには魅力を感じる。

⑧ 超えるハードルが高いほど、やりがいを感じる。何事も自分で決めたい。

⑨ 何事もありのままを受け入れる。聞き役に回ることが多い。

あなたはどのタイプ？



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

①改革する人

②人を助ける人

③達成する人

④個性的な人⑤調べる人

⑥忠実な人

⑦熱中する人

⑧挑戦する人

⑨平和をもたらす人

自己改善と公正さを
重視するタイプの人

他人の困難を解決することに
情熱を注ぐタイプの人

目標達成と成功に向けて
強い意志を持つタイプの人

芸術的な表現を好む
ユニークで創造的なタイプの人

物事を深く考え、データや
情報を重視するタイプの人

真面目で誠実、周囲と良好な
関係を保つ事を望むタイプの人

人生を楽しみ、多様性を求め、
陶酔感を大切にするタイプの人

強い主張で、自分の意見や考えを
積極的に押し進めるタイプの人

落ち着きがあり、
安定感を持つタイプの人

本日は人の分類と
人財獲得の話をします
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Contents

1. 分科会の紹介

2. 教育が進まない原因の分析

3. [シナリオ]IT人財が育たない…
教育を進める新たな切り口

4. [シナリオ]DXが進まない…
人選のための新たな切り口

5. 取扱説明書について

6. さいごに
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チーム
デジトレ

様々な職種のメンバー構成。

⚫ システムエンジニア

⚫ サービス導入支援

⚫ インフラ保守

⚫ ソリューション営業

⚫ DX推進担当

伊藤 祥平
名古屋鉄道

Type:5

大幡 裕司
PALTAC

Type:4

中根 慶
日東工業

Type:3

荒木 和也
河村電器産業

Type:5

波多野 貴文
アシスト

Type:6

駒田 大貴
アシスト

Type:7

リーダー

これからのデジタル人財とは？
～育成が進む企業と進まない企業の違い～



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

✓ 日本企業の80%以上が人財不足を指摘。
✓ 分科会では社内からの人財獲得の方法を研究。

・どうすれば教育が進むのか？
・業務活用するためにはどうすればよいか？

出典：IPA「DX白書2023」

深刻な
デジタル人財不足



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

研修方法

OJT、集合研修、
eラーニング、ロールプ
レイ、グループディス

カッション、ハンズオン、
PBL…

学習コンテンツ

多すぎる選択肢に頭を抱えている教育担当者

①教育に向けて（育つ！）

学習に苦手意識のある教育を受ける人

どうすれば教育が進むのか？をご提案！

発表のターゲット
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②人選に向けて（見つかる！）

発表のターゲット

人材配置を考える管理職 DXプロジェクトの責任者

適切な人選配置の方法をご提案！
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チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

分析の流れ

IPA資料の確認
実態調査

アンケートの実施

アンケート結果

の分析

DX白書/DXリテラシー標準など、
IPAが定義するドキュメントの内容
を確認し、問題点を抽出。

DX白書で問題とされている箇所が
実態と沿っているかを調査する。

DX白書との照らし合わせ、実態と乖
離が無いかを確認するとともに、教
育進めるための新しいアプローチが
無いかを研究する。



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

✓ DX白書の育成の課題に着目。

実態調査をすべく、以下の観点でアンケートを実施。

■企業観点

• 会社でIT教育が進んでいるか

• 教育を進めるために必要なもの/要素はなにか

■個人観点

• 学習した内容が評価されるか

• 自分に向いている勉強方法はあるか

• 何が仕事へのモチベーションとなるか
出典：IPA「DX白書2023」

育成の課題



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

有効回答数

587件 0

50

100

150

200

10代 20代 30代 40代 50代 60代～

年齢

0

100

200

300

400

500

男性 女性 未回答

性別

0

50

100

150

200

職種

出典：チーム・デジトレ「アンケート結果」



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

アンケートの声

● 会社による教育は実施されておらず、各自で学ぶものとして扱われている

● 教育を受けてもそのスキルを利用する機会があまりない

● ベテラン社員はITを苦手な分野として捉えており、学習意欲がゼロに近い

● 学習をしても仕事が増えるだけで、待遇が改善されない

● 教育を行ったとの実績を重視し、本当に何が必要で、何を行うべきかの検討がされていない

● 関係ない分野の教育が多く、受けても意味が無い

● 勤務時間内で教育、学習させる文化がない

● 資格を取得したところで業務に直結するものがどれだけあるか大いに疑問がある

☞DX白書の問題点は確かに事実である。
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約60%の人が

教育は進んでいないと回答。

⇒人財不足解消に向けた

教育へのアプローチが弱い。

出典：チーム・デジトレ「アンケート結果」

出典：IPA「DX白書2023」



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

出典：チーム・デジトレ「アンケート結果」

245件

149件

163件

110件

139件



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

出典：チーム・デジトレ「アンケート結果」

149件

約150名が指摘。

チーム・デジトレではこれに注目し研究。

以降、解決のためのアプローチを紹介する。
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ここは株式会社デジトレです。

創業40年になる中堅企業で、総務・営業・システムなど

様々な部署が連携しながら業務を遂行しています。

今やデジタルが中心の時代。

会社のデジタルスキルを強化するために、

教育担当のAさんが既存社員10名に対して

デジタル教育を実施することとなりました。

[シナリオ] IT人財が育たない…



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

教育対象が複数人いるから、
昔使ったe-learningを利用
しようかな・・・。

Aさんは、これまでも研修を担当
していましたが、e-learningを受講
した全員に同じように教育の効果が
あるようには感じていませんでした。

[シナリオ] IT人財が育たない…



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

授業/塾

家庭教師

Aさんの学生時代。 Aさんは過去の経験から、
勉強のやり方を変えることで、
成績が上がったことを思い出しました。

Aさんは人によって身につく勉強方法
が異なるのかも、と考えるようになり
ました。

[シナリオ] IT人財が育たない…



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

教育内容 整理内容

教材自己学習 学習者がテキスト等の教材を用いた学習を行う方法。

オンライン
自己学習

e-learningやオンライン授業など、PCなどを用いて画面越しに学習を行う方法。

メンター付き
自己学習

学習自体は教材自己学習と同じであるが、メンター（教育を補助する人）がついて、
疑問点、質問などをしながら進める方法。

対面集合研修
(グループワーク)

対面で実施する研修のうち、学習者がグループを作って、その中で話し合いながら
学びを得る方法。

対面集合研修
(講義)

対面で実施する研修のうち、講師が前に立ち説明を聞きながら学ぶ方法。

対面ハンズオン 対面で実施する研修のうち、プログラミングなどを実際に行いながら学ぶ方法。

[シナリオ] IT人財が育たない…

Aさんの考えた教育方法の一例
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1人1人に適した
教育方法があればいいけど…

100人いたら100通り？
それは現実的じゃない…

しかし、全ての人たちに
適した勉強方法を提供する、
現実的な手段が思いつきません。

[シナリオ] IT人財が育たない…
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エニアグラム
タイプ別取扱説明書

そんなある日、
「エニアグラムタイプ別取扱説明書」
に出会いました。

[シナリオ] IT人財が育たない…
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エニアグラム
タイプ別取扱説明書

✓ チーム・デジトレで作成した成果物。

✓ エニアグラムの考え方をベースにタイプ毎の特性を記載。

✓ 仕事への取り組み方、コミュニケーション方法も記載。

エニアグラム
タイプ別取扱説明書とは



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

✓ 1960年代にアメリカで作られた心理学。

✓ 人間は生まれもった普遍的な気質がある。

✓ その気質は9つのタイプに分類される。

✓ 気質は性格/価値観/思考など、幅広い面で人間に影響を与える。

気質（変わらないもの）

持って生まれたもの。⇒ エニアグラムで分類される部分。

３つ子の魂（変わりづらいもの）

幼児教育などで潜在意識に刷り込まれるもの。

学習（変わるもの）

繰り返し体験することで身につくもの。

性格のイメージ

エニアグラムとは



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

何故エニアグラムなのか？

DX推進

人 人

人 人

人 人

総務・人事

人 人

人 人

人 人

IT・技術

人 人

人 人

人 人

現場・営業

人 人

人 人

人 人

教育が「人」に紐づいている状態。



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

何故エニアグラムなのか？

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

パターン1 パターン2 パターン3

・・・

教育を「パターン」に紐づけることで、
どのパターンに属するかを知ればよい。

パターンは人の性格や考え方
に依存するものが望ましい。
不変的な性格診断を利用する。
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何故エニアグラムなのか？

☞エニアグラムを採用。

エニアグラムといえば…

✓ 不変的な気質から分析されている。

✓ タイプが9つと多すぎない。

✓ 人材管理サービスなどにも組み込まれている。

⇒ 企業への導入が容易。

✓ 考え方を取り入れている企業多数。

⇒ Google、Apple、IBM、Amazon、ソニー、トヨタ…
性格のイメージ



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

①改革する人

②人を助ける人

③達成する人

④個性的な人⑤調べる人

⑥忠実な人

⑦熱中する人

⑧挑戦する人

⑨平和をもたらす人

自己改善と公正さを
重視するタイプの人

他人の困難を解決することに
情熱を注ぐタイプの人

目標達成と成功に向けて
強い意志を持つタイプの人

芸術的な表現を好む
ユニークで創造的なタイプの人

物事を深く考え、データや
情報を重視するタイプの人

真面目で誠実、周囲と良好な
関係を保つ事を望むタイプの人

人生を楽しみ、多様性を求め、
陶酔感を大切にするタイプの人

強い主張で、自分の意見や考えを
積極的に押し進めるタイプの人

落ち着きがあり、
安定感を持つタイプの人

エニアグラムの
タイプ別一覧



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

タイプ1 改革する人

7%

タイプ2 人を助ける人

12%

タイプ3 達成する人

13%

タイプ4 個性的な人

10%

タイプ5 調べる人

6%

タイプ6 忠実な人

22%

タイプ7 熱中する人

10%

タイプ8 挑戦する人

10%

タイプ9 平和をもたらす人

10%

タイプは適度に分散しており、

職種や性別、年齢などは

エニアグラムの分類に影響を

及ぼさない事がわかる。

アンケート結果の
タイプ分類
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エニアグラムタイプ別取扱説明書には、
アンケートや書籍の調査により独自で
収集したエニアグラムの情報を記載。

情報はタイプ毎に以下の様に仕事で
活用できる内容をまとめている。

• どんな特性があるか

• 仕事への取り組み姿勢

• 成長するためのポイント

• 適した学習方法
出典：チーム・デジトレ「タイプ別取扱説明書」

エニアグラム
タイプ別取扱説明書



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

アンケートの内容からタイプ毎に
身につく勉強方法が異なることがわかった。

例）タイプ①改革する人
勉強方法：
教材自己学習/オンライン自己学習

分析結果：
タイプ1は成長意欲が高く、
教育コンテンツさえそろっていれば、
自分で学習を行うことができる。

「適した勉強方法」は
タイプによって異なる

出典：チーム・デジトレ「タイプ別取扱説明書」p.9



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

①改革する人
教材自己学習（32%）

自分自身を高めるための学習に対して積極的

なので手段手法問わず自分のペースで学べる

方法が適している

④個性的な人
メンター付き自己学習（46%）

独自性や個性を大切にし、自己表現や想像性

に磨きをかけることを好む為、自分のペース

で学べる自由度のある方法が適している

⑦熱中する人
オンライン/教材自己学習（57%）

新しい経験や知識や気付きを追求することで

強い喜びを感じる傾向がある為、回りに乱さ

れず自身のペースで学べる方法が適している

②助ける人
対面集合研修（64%）

人との関わりや協力を重視し、他人のために

何かをすることで自己価値を見出す傾向があ

る為、他者交流がある方法が適している

⑤調べる人
オンライン自己学習（55%）

自身の知識や理解を深めることに力を注ぐ傾

向がある為、マイペース且つ専門性に特化し

た方法が適している

⑧挑戦する人
対面集合研修（63%）

強い信念に基づき、意見をはっきりと述べ、

主張できる環境を好む為、自身を主張できる

学習方法が適している

③達成する人
メンター付き自己学習（37％）

自己改善や目標達成に強い意欲を持ち、他人

からの評価や承認を重視する傾向がある為、

人からの評価を得られる方法が適している

⑥忠実な人
対面集合研修（58%）

ルールや指示に従うことを好み、チームワー

クを重視する傾向が強い為、複数名で学ぶ形

式の方法が適している

⑨平和をもたらす人
教材自己学習（38%）

穏やかで内向的な性格で自身のペースで物事

を進めることを好む為、深く考えながら学べ

る方法が適している

学習方法のまとめ

※タイプそれぞれの中で一番傾向が強かった勉強方法を記載。

「タイプ別取扱説明書」p.26
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作業効率重視！
質問できる環境が
あった方がいい。

⑥忠実な人

⑧挑戦する人

他の人がいて初めてやる
気が出るタイプ！意見や
考えを発信したい！

例）e-learningが向いてないタイプ。

③達成する人

Aさんは取扱説明書から、
e-learningが不向きなタイプが
いることに気がつきました。
この情報をもとに、タイプ毎に教育
コンテンツを整理することにしました。

[シナリオ] IT人財が育たない…

ちゃんと答えを教えて
くれる先生がいた方が
安心です！



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

Aさんはメンバーにエニアグラム診断を
実施してもらい、適切な教育を実施しました。

自分の好きな教材で
やらせてもらえたので、
やりやすかった。

③達成する人①改革する人

e-learningって無駄な
部分も多くて集中できな
いから、必要な時に質問
できるメンターがいる自
己学習よかったよ。

皆と同じように進められる
し、知識のある講師がしっ
かりと教えてくれたので理
解が深まりました！

教材
自己学習

対面
集合研修

メンター付き
自己学習

[シナリオ] IT人財が育たない…

メンバーも適切な学習方法により、
効率的に学習を進めることができ好印象のようです。
こうしてAさんは10名へのデジタル教育を成功させました。

⑥忠実な人



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

個人のエニアグラム

タイプを把握

適切な学習を実施

理解の深度・成長に差が出る！

効率的なデジタル人財育成！

【チーム・デジトレからのご提案】

✓ 教育のバリエーションを整備。

✓ 個々のエニアグラムタイプの理解。

✓ タイプに応じた学習方法の適用。

3.IT人財が育たない…



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

出典：チーム・デジトレ「アンケート結果」

149件

約150名が指摘。

チーム・デジトレではこれに注目し研究。

以降、解決のためのアプローチを紹介する。

(再掲)
チーム・デジトレのアンケート結果



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

出典：チーム・デジトレ「アンケート結果」

教育のやり方がわかっても業務活用されていない。
業務活用の例として、DXを進める人財配置への
アプローチを紹介する。



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

Contents

1. 分科会の紹介

2. 教育が進まない原因の分析

3. [シナリオ]IT人財が育たない…
教育を進める新たな切り口

4. [シナリオ]DXが進まない…
人選のための新たな切り口

5. 取扱説明書について

6. さいごに
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後日Aさんの上司である、Bさんが会社の指示で
DXプロジェクトを発足することになりました。
メンバーの選任についても一任されています。
BさんはさっそくDXの情報を収集することにしました。

DXって何やったら
進むんだ・・・？

[シナリオ] DXが進まない…



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

調べてみるとIPAが定めるデジタル人財の
定義を見つけました。Bさんはこれらの人たちを
育成すべく、社内から人を選ぼうとしました。

しかし、何を基準に選べばいいのかわかりません。

出典：経済産業省「デジタルスキル標準」

色んなロールがあるけど、
いったい誰ができるんだ？

[シナリオ] DXが進まない…



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

例えば、エニアグラムのタイプとロールが紐づけば
人選のヒントになりそうです。

しかしエニアグラムは気質を分類しただけのものであり、
直接仕事に結びつけるのは容易ではありません。

[シナリオ] DXが進まない…

出典：経済産業省「デジタルスキル標準」

①改革する人

②人を助ける人

③達成する人

④個性的な人⑤調べる人

⑥忠実な人

⑦熱中する人

⑧挑戦する人

⑨平和をもたらす人

向いている仕事はどれかを
分類する基準が無い。
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求められているものと、
持っているものが一致するかどうかを指す。

適材適所＝スキルマッチ

[シナリオ] DXが進まない…
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出典：IPA「DXスキル標準」

[シナリオ] DXが進まない…

専門スキルはこれか
ら教育する領域。
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人毎に異なる素養の部分では
マッチングする必要がある。

出典：IPA「DXスキル標準」

このマッチングは
どうやればいいんだ…？

[シナリオ] DXが進まない…



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

エニアグラム
タイプ別取扱説明書

そんなある日、
「エニアグラムタイプ別取扱説明書」
に出会いました。

[シナリオ] DXが進まない…
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仕事とタイプを繋げる

出典：経済産業省「デジタルスキル標準」
⑦熱中する人

各タイプの持つ資質 仕事に求められる資質

この二つを共通の言葉で定義する。

☞体系的に定義された『行動特性』を利用する。
※行動特性はコンピテンシー・ディクショナリより抜粋。
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チーム・デジトレではエニアグラムを分析し、
タイプの特徴から行動特性を抽出した。

例）タイプ⑥忠実な人
理解ある仲間や組織に身をおき、そこでのルール
や約束ごとに忠実に従い、周囲に気を配りながら
与えられた仕事は投げ出さずにやり遂げようとし
ます。

✓ チームワーク
✓ 関係構築力
✓ 組織指向性
✓ 組織感覚力
✓ 分析思考力

「行動特性」は
タイプ毎で分類できる

出典：チーム・デジトレ「タイプ別取扱説明書」p.18
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行動特性のまとめ

①改革する人

④個性的な人

⑦熱中する人

②助ける人

⑤調べる人

⑧挑戦する人

③達成する人

⑥忠実な人

⑨平和をもたらす人

#リーダーシップ

#組織指向性

#概念的思考力

#分析思考力

#専門性

#達成指向性

#チームワーク

#関係構築力

#顧客指向性

#対人インパクト

#対人理解力

#リーダーシップ

#チームワーク

#組織指向性

#顧客指向性

#対人インパクト

#達成指向性

#関係構築力

#顧客指向性

#概念的思考力

#対人理解力

#専門性

#フレキシビリティ

#概念的思考力

#分析思考力

#情報指向性

#専門性

#フレキシビリティ

#チームワーク

#関係構築力

#組織指向性

#組織感覚力

#分析思考力

#リーダーシップ

#チームワーク

#関係構築力

#顧客指向性

#概念的思考力

#専門性

#フレキシビリティ

#リーダーシップ

#対人インパクト

#組織感覚力

#強制力

#達成指向性

#チームワーク

#関係構築力

#対人理解力

#組織感覚力

#フレキシビリティ

「タイプ別取扱説明書」p.27~28
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「行動特性」を使えば
仕事とタイプを繋げられる

■求められる行動特性
・チームワーク
・関係構築力
・組織指向性
・対人インパクト
・分析思考力 ①改革する人

④個性的な人

⑦熱中する人

②助ける人

⑤調べる人

⑧挑戦する人

③達成する人

⑥忠実な人

⑨平和をもたらす人

#リーダーシップ

#組織指向性

#概念的思考力

#分析思考力

#専門性

#達成指向性

#チームワーク

#関係構築力

#顧客指向性

#対人インパクト

#対人理解力

#リーダーシップ

#チームワーク

#組織指向性

#顧客指向性

#対人インパクト

#達成指向性

#関係構築力

#顧客指向性

#概念的思考力

#対人理解力

#専門性

#フレキシビリ

ティ

#概念的思考力

#分析思考力

#情報指向性

#専門性

#フレキシビリ

ティ

#チームワーク

#関係構築力

#組織指向性

#組織感覚力

#分析思考力

#リーダーシップ

#チームワーク

#関係構築力

#顧客指向性

#概念的思考力

#専門性

#フレキシビリ

ティ

#リーダーシップ

#対人インパクト

#組織感覚力

#強制力

#達成指向性

#チームワーク

#関係構築力

#対人理解力

#組織感覚力

#フレキシビリ

ティ

☞『行動特性』が仕事とタイプを

結び付ける中間インターフェースとなる。
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分析思考力

タイプ① 改革する人
タイプ⑤ 調べる人
タイプ⑥ 忠実な人

概念的思考力

タイプ① 改革する人
タイプ④ 個性的な人
タイプ⑤ 調べる人
タイプ⑦ 熱中する人

情報指向性

タイプ⑤ 調べる人

専門性

タイプ① 改革する人
タイプ④ 個性的な人
タイプ⑤ 調べる人
タイプ⑦ 熱中する人

フレキシビリティ

タイプ④ 個性的な人
タイプ⑤ 調べる人
タイプ⑦ 熱中する人
タイプ⑨ 平和をもたらす人

組織指向性

タイプ① 改革する人
タイプ③ 達成する人
タイプ⑥ 忠実な人

紐づく行動特性

[シナリオ] DXが進まない…

人選のマッチングOK!

⑤調べる人

行動特性が6つ中5つ該当する
【調べる人】が最も適してい
ると考えられる。



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

ポジションに対する

行動特性を分析

説明書の内容から適切な

タイプとマッチング

適材適所の人選が出来る！

【チーム・デジトレからのご提案】

✓ 必要なポジションの行動特性を分析。

✓ 個々のエニアグラムタイプの理解。

✓ タイプとポジションのマッチングにより人選。

4. DXが進まない…
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こうして株式会社デジトレでは、

エニアグラムを使ったデジタル人財獲得を成功させました。

タイプによる特性は他にも活用できるはず。

Aさんは問題解決への新たな切り口として、

エニアグラムの活用方法を探求していくのでした。

完

[シナリオ] DXが進まない…
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Contents

1. 分科会の紹介

2. 教育が進まない原因の分析

3. [シナリオ]IT人財が育たない…
教育を進める新たな切り口

4. [シナリオ]DXが進まない…
人選のための新たな切り口

5.取扱説明書について

6. さいごに



チーム・デジトレ∼これからのデジタル人財とは∼

研修方法

OJT、集合研修、
eラーニング、ロールプ
レイ、グループディス

カッション、ハンズオン、
PBL…

学習コンテンツ

多すぎる選択肢に頭を抱えている教育担当者

①教育に向けて（育つ！）

学習に苦手意識のある教育を受ける人

勉強方法 ✕ エニアグラム ＝ 教育の推進

ターゲットと目的
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②人選に向けて（見つかる！）

ターゲットと目的

人材配置を考える管理職 DXプロジェクトの責任者

行動特性 ✕ エニアグラム ＝ 適材適所配置
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タイプ別の詳細

出典：チーム・デジトレ「タイプ別取扱説明書」

タイプ毎の特徴を記載。
人の考え方の違いを理解でき、コミュニケー
ション面での業務活用が期待できる。

• 特徴
• 長所
• やる気が出るポイント
• 行動特性
• 仕事の取組み姿勢
• 魅力的な仕事領域
• 人間性を成長させるポイント
• 合う学習方法
• このタイプの上司・先輩とのかかわり方
• このタイプの部下・後輩とのかかわり方

「タイプ別取扱説明書」p.8～25
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行動特性の分析結果

出典：チーム・デジトレ「タイプ別取扱説明書」

各タイプの持つ行動特性をマトリクスで紹介。

DX人財に関わらず、プロジェクトやJOB型
雇用を意識したポジションの検討時などでも、
必要なポジションに求められる特性を洗い出
せば、エニアグラムとマッチングをかけるこ
とが可能。

「タイプ別取扱説明書」p.27～28
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DX人財の教育方法

出典：チーム・デジトレ「タイプ別取扱説明書」

IPAのデジタルスキル標準を身に着けるため
に、各エニアグラムのタイプが何を利用して
学習するのが効率的なのかをまとめたマトリ
クスを記載。

これを参考に、今後企業の中で求める役割を
育成するためにどのようなコンテンツが適切
なのかを検討する材料となる。

「タイプ別取扱説明書」p.33
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名古屋鉄道 伊藤 祥平(⑤調べる人)

PALTAC 大幡 裕司(④個性的な人)

河村電器産業 荒木 和也(⑤調べる人)

取扱説明書の検証結果
チーム・デジトレメンバーの場合

日東工業 中根 慶(③達成する人)

アシスト 駒田 大貴(⑦熱中する人)

アシスト波多野貴文(⑥忠実な人)

人材育成施策の検討にあたっては画一的な手法を取って
しまいがちですが、個人の特性に合わせて学習方法を変
えるというのはＤＸに限らず有効でありながらなかなか
気づくことができなかった手法でした。今後はコストと
のバランスも取りながら、本研究の成果も取り入れて施
策を検討していきたいと思います。

タイプ診断前にうっすらと自分は⑤調べる人だ
ろうと思っていたが他のタイプも近い数値が出
たことに驚いた。タイプにあった勉強方法を知
ることで最短であるべき姿へ到達できる可能性
を知り、今はもっと広めたいと思っています。

コミュニケーションスタイルが変わりました。
根本的な部分で考え方が違うという事を学び、
相手にわかってもらうにはどう話そうか？など、
視点を変えて考えられるようになりました。

DX教育の適材適所を手早く知ることが出来まし
た。そのため、自分のタイプに合った教育を実
践することで効率よくデジタルスキルを習得す
ることが出来ました。

ぼんやりしていた自分の指向やクセが取説に
よって言語化されました。家庭教師による教育
で伸び悩んでいたところ、塾に切り替えたこと
で成績が伸びた経験があるのでその理由も証明
された気がしました。

どんな占いよりも自分にピッタリ当てはまって
おりました。どのような学習スタイルがあって
いるかについては検討したことがなく、取り扱
い説明書の記載を元に、今後のIT学習に役立て
ていきたいと思います。
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[自動車製造]DX推進担当 主査 Aさん(⑤調べる人)

[商社]人事・教育担当 Bさん(⑥忠実な人)

取扱説明書の検証結果
協力者によるコメント

[商社]社内SE Dさん(②人を助ける人)

タイプの説明がまさに自分のことだったので驚
きました！ぼやーっと感じていた事が言語化さ
れており強みが明確化される事と、適した教育
コンテンツまでわかるのは素敵だと思いました。

人事部では「マネジメント強化」が課題となってい
ますが、そのアプローチとしてp.8～25の中にある
「部下とのかかわり方」や「仕事の適正」はすぐに
でも活用できる内容だと思いました！社内でも共有
して進めていこうと思います！

◎○□△×の五段階評価

凄くいい資料で、自己理解が深まりました！ま
た私のことを他の人に知ってもらう「他人を理
解する」ツールとしても有効だと思います。業
務活用の視点では管理職の人にこそ読んで頂き
たいと思ました。

◎ ◎

◎

[製造]DX推進担当 Cさん(④個性的な人) [製造]システム部門 次長 Fさん(⑧挑戦する人)

[製造]システム部門 部長 Eさん(③達成する人)

自己成長に向けて、己の能力を超えたスキルを身につけ
ようとしたとき、エニアグラムの中に目標となるスキル
を持つタイプがありました。ただ行動するのではなく、
タイプの考え方を知ることで行動の軸が出来るため、付
け焼刃ではなく本当の意味での自己成長が狙えると思い
ました。

取扱説明書の記載の中には時々表現が過剰と感
じる部分があり、全てが自分に当てはまるとは
言いずらいですが、確かにそういところはある
かなという、共感する部分もありました。自己
分析や自己理解に有効だと思います。

他の診断でも芸術家タイプ＝会社で働くのが向
いていないとされ、適職にカメラマンやコピー
ライター等が挙げられがちなのですが、取扱説
明書の中には会社の枠組みのなかで働く方向性
が書かれていたので、嬉しかったです。

○

◎

○
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1. 分科会の紹介

2. 教育が進まない原因の分析
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教育を進める新たな切り口
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5. 取扱説明書について
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『育つ』
適切な学習で習熟速度アップ！
教育コンテンツ探しも効率的に。

『みつかる』
適材適所の人選が可能！

『活用できる』
アイディア・発想次第で他にも利用できる。
頭を柔軟に新たな視点で活用を！

なんとなく…を可視化し、論理的に説明できるツールです。

エニアグラムは
ツールである

・勉強のやり方って人それぞれだよね。
・仕事の向き不向きってあるよね。
・私ってこんなタイプだから…。
・xxxさんって、こんな仕事得意そう…。
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ご清聴ありがとう
ございました。

【2023年 中日本】チーム・デジトレ
∼これからのデジタル人財とは∼


